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兵庫県の主要水系における外来植物の分布
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要　　旨

　兵庫県の主要14水系における外来植物の分布と優占群落の形成状況を既存文献を元に解析した．外来植物

の分布については，14水系に出現した外来植物の合計種数は309種，帰化率は22.1％で，水系別では加古川

（186種，31.6%），揖保川（183種，32.6%），猪名川（177種，27.1%）の3水系で外来植物種数，帰化率が

高かった．外来植物優占群落については，14水系で209地点31群落が確認され，加古川（14群落），武庫川

（12群落），明石川(12群落)で多く確認された．環境省の指定する特定外来生物指定対象種については，ア

レチウリ，オオカワジシャ，オオキンケイギク，オオフサモ，ナガエツルノゲイトウ，ボタンウキクサの6

種が，要注意外来生物種については43種が確認された． 

キーワード：外来植物，地理的分布，外来植物優占群落，特定外来生物指定対象種，要注意外来生物，侵略

的外来種
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はじめに

　近年，「特定外来生物による生態系等にかかる被害の防

止に関する法律（外来生物法）」が成立するなど，生態系

の脅威となる侵略的外来種の対策が急務であることが社

会的に認知されつつある． 2006年には第2次指定特定外

来生物が追加され，植物については12種が指定されてい

るほか，要注意外来生物として84種が公表されるなど，

さらなる指定種の追加の検討がすすめられている（付記

1)．

　知見の乏しい外来植物について，その侵略性を予見し

対策を立てるためには，侵入地域での分布や優占群落の

形成の傾向といった基礎的な情報の蓄積が必要不可欠で

あると考えられる．外来植物対策の基礎となるその分布

情報については，国レベルでは様々な図鑑（清水ほか，

2001；清水(編），2003）やリスト（日本生態学会(編），

2002）によってとりまとめられているほか，都道府県レ

ベルでは植物誌などの中でとりまとめられている．しか

し，都道府県レベルの植物誌では外来種問題を意識して

あつかったものは少なく（神奈川県植物誌調査会，2001；

千葉県史料研究財団，2003），兵庫県についても，植物誌

は現在編纂中であって（福岡ほか(編），1999；福岡ほか(

編），2000；福岡ほか(編）, 2001；福岡ほか(編）, 2002；福

岡ほか(編）, 2003；福岡ほか(編）, 2005；福岡ほか(編）, 

2006），兵庫県の外来植物の現状をとりまとめた資料は

ない．

　そこで，本研究では兵庫県の外来植物の分布と優占群

落の形成の情報を，既存文献を元にとりまとめ，外来植

物対策のための基礎資料を整備することとした．なお，

調査範囲は県域すべてを対象にすることが望ましいが，

第1段階として外来植物の侵入が特に顕著な環境である

河川（水系単位）における情報を先行して公表すること
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とし，不十分な点については今後修正を続けるものとし

た． 

調査方法

１．調査資料

　文献調査の対象は，兵庫県の主要水系である洲本川水

系，三原川水系，加古川水系，市川水系，千種川水系，

猪名川水系，武庫川水系，夢前川水系，明石川水系，揖

保川水系，竹田川水系，矢田川水系，岸田川水系，円山

川水系の14水系とした．

　外来植物リストおよび外来植物優占群落組成表の作成

には，兵庫県県土整備部土木局河川計画課が1992年から

2001年にかけて実施した河川水辺の国勢調査の資料（兵

庫県立人と自然の博物館，2005）および，国土交通省が

実施した河川水辺の国勢調査の資料（財団法人リバーフ

ロント整備センター (編），1996；財団法人リバーフロン

ト整備センター (編），1997a；財団法人リバーフロント

整備センター (編），1997b；財団法人リバーフロント整

備センター (編），1999；河川環境データベース，付記

2）の，植物相調査資料および植生調査資料を使用した．

　なお，これらの資料の植物相調査では，各水系を河口

部，下流部，中流部，上流部の4つの区域に区分し，そ

れぞれの区域における主要な河川環境内で現地調査を実

施していることから，これらの調査結果は水系全体の植

物相の状況をおおむね反映しているものとみなした．ま

た植生調査資料は植物社会学的植生調査方法（Braun-

Blanquet, 1964)による調査によって得られたものであ

る．

　

2．外来植物リストの作成

　1の調査資料を基に兵庫県の主要14水系における分布

の有無についての一覧表を作成するとともに，各外来植

物の生活形，国内での優占群落の形成の傾向，確認・導

入年代，原産地の3項目について清水ほか（2001），日

本生態学会(編)(2002)，清水ほか（2003），神奈川県植

物誌調査会（2001），千葉県史料研究財団（2003），塚

本（1994a)，塚本（1994b)を用いて調査し一覧表にと

りまとめた．

　生活形については，照葉高木，照葉低木，照葉籐本，

夏緑高木，夏緑低木，夏緑籐本，常緑多年草，多年草，

2年草，越年草，1年草の11生活形に区分した．

　各種の国内での優占群落の形成については，リバーフ

ロント整備センターがとりまとめる河川水辺の国勢調査

植生調査群落一覧表（付記3）を用いて判定し，群落と

して記載されている種のみを“優占群落の形成の傾向あ

り”と判断した．

　確認・導入年代については，文献内で和暦表記されて

いたものは西暦に変換して記録し，時代名等で表記され

ていたものについてはそのまま引用した．

　原産地については，文献上の記載をそのまま引用し，

地域名および国名の統一は図らなかった．

　なお本研究では，清水ほか（2001），日本生態学会(編）

（2002)，清水(編）（2003），神奈川県植物誌調査会

（2001），千葉県史料研究財団（2003），塚本（1994a)，

塚本（1994b)に原産地が国外であると記載されているも

のを外来植物と判定し，定着の程度が定かでない一時帰

化種や，農作物，園芸種，栽培種などの一時的な逸出種

を含めることとした．

3．外来植物優占群落組成表の作成

　1の植生調査資料より外来植物の優占する地点の資料

を抽出して，優占種による植物群落区分を行い，外来植

物優占群落組成表を作成し，兵庫県の主要14水系におけ

るそれらの分布状況を整理した．外来植物の被度が3以

上で在来植物がそれよりも卓越しない調査地点のものを

外来植物優占群落と判定し，各群落における出現種の出

現頻度（％）および被度の最大値および最小値を算出し

た．

4．特定外来生物指定種および要注意外来生物種の分布

　環境省が定める特定外来生物指定種および要注意外来

生物種の，兵庫県の水系における分布状況を調査し，水

系別にその出現種数を集計した．なお，環境省は，特定

外来生物指定種を“海外起源の外来生物であって，生態

系，人の生命・身体，農林水産業へ被害を及ぼすもの，

又は及ぼすおそれがあるもの”，要注意外来生物種を“外

表1　兵庫県の主要水系における外来植物種数および帰化率
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来生物法に基づく飼養等の規制が課されるものではない

が，生態系に悪影響を及ぼしうることから利用に関わる

個人や事業者等に対し適切な取り扱いを求めるもの”と

定義し，前者については植物種12種，後者は植物種82種

を公表している（付記1）．

結　　　果

1．水系における外来植物の分布

　兵庫県の主要14水系における外来植物の分布状況お

よび外来植物の生活形，国内での優占群落の形成の傾向，

確認・導入年代，原産地を付表1に，各水系における出

表3　兵庫県の主要水系における特定外来生物指定種（植物）の分布

表2　兵庫県の主要水系における外来植物優占群落の分布



橋本佳延・赤松弘治・丹羽英之

120―　　―

現種数および帰化率を表1に示した．全水系での総出現

種数は1401種で，うち外来植物は309種，帰化率は

22.1％であった（表1）．水系別に外来植物の出現状況を

みると，加古川の186種が最も多く，次いで揖保川の183

種，猪名川の177種が多かった（表1）．また帰化率につ

いては揖保川の32.6％が最も高く，次いで加古川の

31.6％，猪名川の27.1％が高かった（表1）．

　

2．水系における外来植物優占群落の分布

　外来植物優占群落組成表を付表2に，兵庫県の主要14

水系における外来植物優占群落の分布状況を表2に示し

た．調査資料1181地点のうち，外来植物が優占するもの

は209地点で，14水系全体で31の外来植物優占群落が確

認された（表2)．水系別の外来植物優占群落数をみると，

加古川の14群落が最も多く，次いで武庫川と明石川の12

群落が多かった(表2）．また各群落の出現水系数をみる

と，セイタカアワダチソウ群落の12水系が最も多く，次

いでキシュウスズメノヒエ群落の9水系，オオブタクサ

群落の6水系が多かった(表2）． 

　

3．特定外来生物指定種および要注意外来植物種の分布

　表3に特定外来生物指定対象種の分布状況を示した．

14水系全体ではアレチウリ，オオカワジシャ，オオキン

ケイギク，オオフサモ，ナガエツルノゲイトウ，ボタン

表4　兵庫県の主要水系における要注意外来生物（植物）の分布
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ウキクサの6種が確認された(表3）．水系別の特定外来生

物指定種種数をみると，加古川と猪名川がいずれも5種

と最も多く，次いで揖保川の4種が多かったが，洲本川，

三原川，市川，夢前川，岸田川は1種と少なかった（表

3）．また各種の出現水系数をみると，アレチウリが14水

系とすべての水系で分布が認められたほか，オオキンケ

イギクが8水系，オオフサモが5水系と出現水系数が多

かった（表3）．

　表4に要注意外来生物種の分布状況を示した．兵庫県

では43種の要注意外来植物種が確認された(表4）．10水

系以上で分布が確認された種は27種で，うちすべての水

系で分布が確認された種は，アメリカセンダングサ，エ

ゾノギシギシ，オオアレチノギク，セイタカアワダチソ

ウ，ヒメムカシヨモギ，メリケンカルカヤの6種であっ

た(表4）．また水系別に要注意外来植物種数をみると，揖

保川の41種が最も多く，次いで加古川の38種，猪名川の

36種が多かった(表4）． 
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付表1　兵庫県の主要水系で確認された外来植物
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付表1　つづき
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付表2　兵庫県の主要水系で確認された外来植物優占群落の組成

F：群落における出現頻度（％），C：群落における被度の最大値および最小値を示す.



兵庫県の主要水系における外来植物の分布

135―　　―




